
RF プレーナマグネトロンスパッタ法を用いた 

エピタキシャル BiFeO3薄膜の作製(III) 

Preparation of epitaxial BiFeO3 thin film by RF planar magnetron sputtering (III) 
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【はじめに】BiFeO3(BFO)薄膜は室温で強誘電性及び反強磁性を併せ持つマルチフェロイック材料として

注目されており、非鉛強誘電体材料としても期待されているが、BFO薄膜はリーク電流が大きいという問

題点がある。そのため電気伝導に関する研究が行なわれており、近年ドメインウォールがBFO薄膜の電気

伝導に寄与することが報告されている。よってシングルドメインBFO薄膜で評価する必要がある。我々は

これまでに傾斜基板を用いて、シングルドメインのBFO 薄膜の作製に成功している。そこで本研究では、

膜厚の異なるシングルドメイン BiFeO3薄膜を作製し、BFO の膜厚に対する結晶歪み及び電気的特性を評

価したので報告する。 

【実験方法】膜厚2 nm - 1 mのBFO薄膜を、RFプレーナマグネトロンスパッタ法を用いて<110>方向に

4
oの傾斜角を持つSuRuO3(50 nm)/ SrTiO3(001)基板上に作製した。作製条件は基板温度を 610℃、スパッタ

圧力5×10
-1
 Pa、Ar:O2流量4:2 sccm、成膜速度1.1 nm/minで成膜を行った。ターゲットはBi2O3粉末を過

剰に加え、Bi/Fe 比を 1.2 : 1 とした BiFeO3粉末を用いた。得られた膜について、SPring-8 の放射光 X 線

(BL15XU)を用いて、逆格子点の測定を行った。 

【実験結果】<110>方向に 4
oの傾斜角を持つSRO/STO(001)基板上に作製した膜厚 2 nm及び1 mのBFO

薄膜の表面形状をFig.1に示す。それぞれの表面粗さはRa=1.2,1.1 nmとなっており、膜厚を増加させても

平坦な膜が得られていることが分かる。膜厚2 nmのBFO薄膜の面外の逆格子空間マップをFig.2に示す。

BFO(003)逆格子点はSRO(003)逆格子点のフリンジにより隠れているが、フィッティングを行った結果、点

線で囲んでいる部分にあると考えられる。この結果よりX 線を<110>方向に入射させた場合、BFO(003)逆

格子点の Qxが-0.002 nm
-1であるため、STO に対して BFO の c

*が<-1-10>方向に 0.17
o傾いていることが分

かる。逆格子点の測定結果から求めたSTO に対するBFO の c
*の傾き角の膜厚依存性をFig.3に示す。膜厚

増加に伴い、c
*の傾きは逆方向となっている。これは<110>方向に4

o傾斜角を持つため、膜厚増加に伴い、

基板のステップに対して垂直方向に格子緩和が起こっているためであると考えられる。BFO薄膜の膜厚に

対する電気的特性に関しては当日報告する予定である。 
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Fig.1 Surface images of (a) 2-nm-thick and 

(b) 1-m-thick BFO thin films deposited 

on SRO/STO(001) with <110> 4
o
 miscut 

substrate. 

BFO(003) 

Fig.2 XRD-RSM around 

BFO(003) diffraction spot of 

2-nm-thick BFO thin film. 

Fig.3 Film thickness 

dependence of tilt angle 

between c
*
BFO and c

*
STO. 
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